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◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

０
５

月
０

２
( 土

) ～
０

６
日
( 木

) 

◇
参

加
者

：
別

紙
 

 

５５ ５５
月月 月月
０
２

０
２

０
２

０
２
日日 日日
( 土土 土土

)     
天

候
；

快
晴

 
( 来

宿
者

１
０

名
; 予

約
者

無
し
) 

２
日

～
３

日
迄

は
、

晴
の

予
報

で
あ

り
梶

野
氏

に
連

絡
し

、
管

理
棟

屋
根

ペ
ン

キ
塗

替
え

を
す

る
事

に
し

た
。
 

８
時

過
ぎ

に
行

仙
宿

に
到

着
。

行
者

堂
前

に
奉

納
幟

旗
を

６
本

立
て

、
管

理
棟

内
に

保
管

し
て

い
た

「
鯉

の
ぼ

り
」

も
立

て
る

。
 

木
梯

子
で

屋
根

に
上

が
り

、
ワ

イ
ヤ

ー
ブ

ラ
シ

で
錆

を
落

す
。

ど
う

い
う

訳
か

東
側
( 玄

関
側
) の

屋
根

ト
タ

ン
が

赤
茶

に
錆

び
て

い
る

。
９

時
前

に
梶

野
氏

が
加

わ
り

二
人

で
錆

落
し

。
梶

野
氏

は
ド

リ
ル

に
ワ

イ
ヤ

ー
ブ

ラ
シ

装

着
し

た
電

動
具

で
錆

落
し

さ
れ

る
。

出
来

栄
え

は
手

よ
り

も
早

く
き

れ
い

に

錆
落

し
が

出
来

た
が

充
電

切
れ

と
な

り
、

結
局

人
力

ワ
イ

ヤ
ー

ブ
ラ

シ
で

錆

落
し

。
 

行
仙

宿
は

、
発

電
機

で
発

電
が

出
来

る
た

め
、

次
回

は
電

動
ブ

ラ
シ

で
錆

落
し

が
出

来
る

事
が

分
っ

た
。
 

青
木

氏
も

上
っ

て
来

ら
れ

、
錆

落
し

し
た

屋
根

を
掃

い
て

下
さ

る
。

西
側

の
屋

根
は

錆
が

少
な

い
が

、
箒

で
掃

い
た

位
で

は
谷

部
の

ご
み

が
取

れ
ず

、

結
局

ワ
イ

ヤ
ー

ブ
ラ

シ
で

全
て

落
す

必
要

が
あ

る
。

午
前

中
に

錆
落

し
を

完

了
し

昼
食

と
す

る
。
 

午
後

、
梶

野
・

川
島

が
ペ

ン
キ

塗
り

。
少

し
濃

い
様

で
あ

る
が

、
う

す
め

液
の

シ
ン

ナ
ー

が
無

く
塗

り
は

じ
め

る
と

、
６

Ｌ
の

ペ
ン

キ
量

で
は

不
足

の

様
に

思
わ

れ
、

出
来

る
だ

け
延

ば
し

て
ペ

ン
キ

を
塗

る
。

そ
の

間
、

青
木

氏

は
発

電
機

室
の

屋
根

の
錆

落
し

を
さ

れ
る

。
 

 
 

 

錆
落

し
と

掃
き

掃
除

 
東

側
屋

根
ペ

ン
キ

塗
り

 
 

 
西

側
屋

根
ペ

ン
キ

塗
り
 

１
５

時
頃

に
屋

根
ペ

ン
キ

塗
替

え
を

完
了

し
た

が
、

ハ
フ

板
を

塗
装

す
る

ペ
ン

キ
が

足
り

ず
、

沖
崎

氏
に

ベ
ン

キ
追

加
と

明
日

持
参

す
る

旨
を

連

絡
す

る
。

１
５

時
半

過
ぎ

に
梶

野
氏

下
山

、
ご

苦
労

さ
ん

。
 

１
６

時
、

山
口

県
支

部
？

の
野

原
龍

夫
( 防

府
市
) 、

金
光

康
資
( 山

陽
小

野

田
市
) さ

ん
が

連
休

中
の

行
仙

宿
で

の
作

業
応

援
に

来
て

下
さ

る
。
 

今
年

の
十

二
支

会
で

の
再

会
以

来
で

、
佐

田
ノ

辻
で

握
手

し
て

迎
え

る
。
 

 
 

 

ペ
ン

キ
塗

替
え

し
た

屋
根

 
 

遠
方

よ
り

友
来

る
！
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本
日

の
夕

食
は

、
青

木
氏

調
達

の
鍋
料

理
と
常

連
の
乾

氏
が

今
回

参
加

出

来
な

い
か

ら
と
送

っ
て
頂

い
た

山
菜

の
天
麩
羅

で
あ

る
。
 

宿
泊

予
約

が
１

名
と

の
こ

と
か

ら
精
々

３
名

位
と

夕
食

を
始

め
る

。
 

野
原

・
金

光
さ

ん
が

、
山
菜

天
麩
羅

を
担
当

調
理

し
て

下
さ

り
、
同

宿
者

と
一
緒

に
食
卓

を
囲

ん
で
揚
げ

た
て

の
天
麩
羅
等

を
振
舞

い
談
笑

す
る

も
１

人
増

え
１

人
増

え
し

て
、

結
局

１
０

名
と

な
っ

て
し
ま

っ
た

。
 

本
年

は
、
若

い
方

も
多

く
大

き
な
荷

を
背
負

っ
て

、
吉

野
や

本
宮

を
目
指

す
奥
駈
道

完
走

さ
れ

て
い

る
方

が
多

い
。
 

早
朝

立
ち

の
宿
泊

者
も

あ
り

、
１

８
時

半
過

ぎ
に

管
理

棟
に
移

り
、
我
々

だ
け

で
談
笑

・
懇
親

を
深

め
る

。
青

木
氏

は
指
定
席

の
あ

る
行

仙
宿
へ

、
宿

泊
者

の
面
倒

を
お
願

い
す

る
。

山
口
Ｇ
ｒ

と
川

島
は

、
管

理
棟

で
就
寝

。
 

５５ ５５
月月 月月
０
３

０
３

０
３

０
３
( 日日 日日

)     
天

候
；
小
雨
・
霧
雨

 
( 来

宿
者

１
２

名
中

予
約
４

名
) 

５
時

半
に

行
仙

宿
に

行
く

と
昨
夜

の
宿
泊

者
が
大

半
出

発
済

み
。

早
朝

よ

り
宿
泊

者
に
ア

ド
バ

イ
ス

し
て

下
さ

っ
た

青
木

氏
は
一
寝
入

り
中

。
 

朝
食

後
、
霧
雨

で
雨

具
着
用

不
要

と
判
断

し
て

、
行

仙
岳
北
面
段
差

が
補

修
要

と
聞

い
て

い
た

が
、
現
地

を
見

て
い

な
い

事
か

ら
、

金
光

さ
ん

と
１
斗

缶
に

木
杭

約
１

２
本

と
大

ハ
ン
マ

ー
１
丁

を
背
負

っ
て

行
仙
岳
へ

。
 

行
仙
岳
捲
道

を
辿

る
と

木
杭

で
補
修

す
る
所

が
２
箇
所

あ
り

、
そ
こ

に
木

杭
を
置

き
、
帰

り
に
補
修

す
る
こ

と
に

す
る

。
 

雨
が

上
が

れ
ば
段
差
補
修

に
青

木
氏

来
る

と
の

事
だ

っ
た

が
、
湯

川
・

野

原
さ

ん
が
代

わ
り

に
来

て
下

さ
る

が
、

ト
ン
ガ

と
鋸

が
欲

し
い

が
、
託

し
な

か
っ

た
の

で
持

参
な

し
。
 

こ
れ

以
後

、
湯

川
君

の
行

事
報
告

第
１

８
０

５
回
―

２
に
委
ね
ま

す
。
 

沖
崎

氏
に

持
経

宿
の
寄
贈
清
酒

２
升

の
持

上
げ

を
依
頼

し
た

が
、
白

谷
林

道
ゲ

ー
ト

の
鍵

を
忘

れ
て

回
収

出
来

ず
の

報
告

。
沖

崎
に
続

い
て
湯

川
君

が

１
６

時
頃

に
下

山
。
 

速
渡

さ
ん
家
族
４

人
( 夫
妻

と
次
男

；
筑
波
大

、
三
男

；
信
州
大
) は

、
奥

さ
ん

を
残

し
笠
捨

山
へ

、
１
４

時
頃
戻

ら
れ

る
、

後
の

２
名

は
１

７
時

頃
に

行
仙

宿
着

と
の
こ

と
。
 

速
渡

さ
ん

達
６

名
と
我
々
４

名
の
計

１
０

名
が

食
事

す
る

事
か

ら
管

理

棟
で

夕
食

。
調

理
は

青
木

・
速
渡

さ
ん

の
奥

様
が

、
担
当

し
て

下
さ

り
信
州

の
名
産

、
ジ

ン
ギ
ス
カ

ン
等

の
豪
華

な
ご
馳
走

を
堪
能

す
る

。
 

雷
観
師

は
平

成
２
４

年
に
死
去

さ
れ

た
。

保
守

を
託

さ
れ

た
長

野
県

下
伊

那
郡

の
速
渡

さ
ん

は
、
小
学
生

の
子
供

を
連

れ
て
見
守

り
に

来
ら

れ
て

い
た

。

建
立

後
１

８
年

に
な

り
、
建

立
時

の
仲

間
に

連
絡

し
て

今
回
久

し
ぶ

り
に

再

会
し

た
と

の
こ

と
 

速
渡

さ
ん

と
同

行
の
方

は
、
枚
方

市
・

６
８
歳

の
多

田
さ

ん
は

、
地
蔵
岳

付
近

で
間
違

っ
て
登

り
返

す
と
テ

ン
ト

が
張

ら
れ

、
笑
顔

の
速
渡

さ
ん

に
出

会
い

、
笠
捨

山
頂

で
和
歌

山
雷
観
師

に
逢

い
、
道
祖
神

の
建

立
手
伝

い

を
頼
ま

れ
、
何
故

か
正
直

に
連

絡
先

を
書

い
た
縁

か
ら

手
伝

う
事

に
な

っ
た

。
 

八
尾

市
・

７
０
歳

の
坂

口
さ

ん
は

、
銅
鐸
等

の
歴
史

に
造
詣

が
深

い
建

具

職
人

で
、

金
峯

山
寺
戸
開
式

で
出

会
っ

た
と

の
こ

と
。
 

雷
観
師

・
速
渡

・
坂

口
・
多

田
氏

で
道
祖
神

を
建

立
す

る
事

に
な

り
、
台

座
が

１
７

０
㎏

あ
り

、
担

い
棒

で
担

い
だ

が
折

れ
て

し
ま

い
、
急
遽

新
宮
周

辺
の

業
者

を
あ

た
り

、
ひ

・
ふ

・
み

の
３

分
割

に
、
道
祖
神

も
３

分
割

で
荷

上
げ

し
た

と
の
こ

と
。

山
頂

の
社

は
、
坂

口
さ

ん
が

作
製

、
又

、
行

者
堂

に

立
寄

り
花
台

を
寄
贈
( 天

板
は

木
曽
檜

、
足

は
吉

野
檜

で
作
製

し
、
墨

で
書

け

な
く
雷
観
師

が
コ
テ

で
刻
印
) 、
未

だ
使

わ
れ

て
お

り
嬉

し
く
感
慨
深

い
と
話

さ
れ

た
。
花
台
裏

に
刻
印

さ
れ

て
い

る
の

を
見

て
、
こ

れ
ま

で
気
付

か
な

か

っ
た

の
で

、
本
当

に
不

思
議

な
ご
縁

の
出

会
い

で
あ

っ
た

と
思

う
。
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管

理
棟

で
自
己
紹
介

と
懇
親

会
 

５５ ５５
月月 月月
０
４

０
４

０
４

０
４
日日 日日
( 月月 月月

)     
天

候
；

小
雨

 
( 来

宿
者

１
４

名
中

予
約
４

名
) 

ラ
ジ
オ

天
気

予
報

は
、
低
気
圧
通

過
と

の
事

か
ら

作
業

中
止

。
 

速
渡

さ
ん

は
、
息

子
さ

ん
の
帰
宅

が
一

日
遅

れ
る

事
か

ら
熊

野
市
駅

に
変

更
手
続

き
に
降

り
ら

れ
る

。
 

山
上

・
根

木
・

中
前

氏
が
登

っ
て

来
ら

れ
る

が
、
荷
物

が
多

い
か

ら
必

ず

１
０

時
半

迄
に
荷

上
げ

に
登

山
口

に
降

り
る

よ
う

に
、

沖
崎

氏
か

ら
託

け
が

あ
っ

た
。
 

野
原

・
川

島
は

、
持
経

宿
の
清
酒

を
取

り
に

行
き

、
荷

上
げ

に
間

に
合

う

よ
う

に
７

時
半

前
に

下
り

る
。
９

時
頃

に
持
経

宿
に

着
く

。
村
吉
車

が
無

い
。

車
一
台

分
の
路
面

の
濡

れ
が

少
な

く
池
郷
林
道

か
ら

下
っ

た
様

だ
。
置

手
紙

を
し

て
車

に
戻

る
と

、
崩

落
危
険
箇
所

を
見

て
来

た
と
村
吉

氏
が
戻

ら
れ

る
。
 

崩
落
箇
所

は
山

側
を
削

り
通

行
止

め
を
せ

ず
と

も
通

れ
そ

う
だ

と
の

作

業
者
談

。
工

事
業

者
の

連
絡
先

を
控

え
た

と
教

え
て

も
ら

う
。

山
上

さ
ん

達

の
荷

上
げ

の
時

間
に

間
に
合

わ
せ

る
為

に
早
々

に
引

き
返

す
。
 

登
山

口
に

１
０

時
１

５
分

頃
着

く
と

、
今
階
段

の
中
途

か
ら

落
ち

た
と

青

木
氏

が
左
大
腿

部
を
押

さ
え
痛

が
っ

て
い

る
。
一
番

下
の

手
摺

支
柱

に
左
太

腿
を
痛
打

し
た

と
の
こ

と
。
ズ
ボ

ン
を
脱

い
で

な
い

が
血

が
出

て
い

な
い

様

だ
と
・
・
支
柱

が
丸
パ

イ
プ

な
の

で
そ

う
だ
ろ

う
と

思
っ

た
。（

後
日

、
最

上

段
付
近

か
ら
滑

り
落
ち

て
い

る
）
 

と
り

あ
え

ず
左

手
の
擦

り
傷

に
バ

ン
ド
エ

イ
ド

を
貼

っ
て
欲

し
い
！

、
野

原
車

に
あ

っ
た
バ

ン
ド
エ

イ
ド

を
貼

る
が

、
濡

れ
手

で
は

が
れ
や

す
い

。
 

約
３

０
ｍ
離

れ
た
車

に
戻

り
赤
テ

ー
プ

で
巻

き
固
定

す
る

た
め

、
足

を
引

き
ず

り
歩

い
て

行
か

れ
た

。
程

な
く
車

を
運
転

し
て

来
ら

れ
、
大
丈

夫
か
！

と
問

う
と

、
オ

ー
ト
マ
車

な
の

で
右

足
で
運
転
可
能

、
池

原
で
買

い
物

し
て

戻
り

、
ゆ

っ
く

り
登

る
こ

と
に

な
る

だ
ろ

う
と

発
進

。
 

階
段

下
に

行
く

と
鉄
塔
巡
視
標
識

の
Ｌ
鋼
ア

ン
グ

ル
支
柱

が
、
外

れ
紐

が

切
れ

て
使

え
な

い
の

で
川

島
車

に
あ

っ
た
被
覆
線

で
階
段

手
摺

支
柱

に
固
定

。
 

そ
の

後
、

切
創

原
因

は
、
鉄
塔
巡
視
標
識

の
Ｌ
鋼
ア

ン
グ

ル
の
角

が
立

っ

て
お

り
、
こ

の
Ｌ
鋼
ア

ン
グ

ル
に
激
突

し
て

切
創

し
た

も
の

と
推
定

さ
れ

る
。
 

山
上

さ
ん

達
は

、
交
通

事
故

と
火

事
に
遭
遇

し
て
遅

れ
、

よ
う
や

く

１
１

時
過

ぎ
に

到
着

。
途

中
、

青
木

さ
ん

と
す

れ
違

い
、
階
段

か
ら

落
ち

て

怪
我

し
た

が
、
買

い
物

に
行

く
と
言
葉

を
交

わ
し

た
と
聞

く
。
 

金
光

さ
ん

は
、
昨

日
大

ハ
ン
マ

ー
で

木
杭

を
叩

い
た

時
に

、
腰

に
違
和
感

が
あ

り
様

子
を
見

る
と

小
屋

に
残

ら
れ

た
が

、
水
汲

み
に

３
回

行
っ

て
来

れ

た
の

で
、

明
後

日
の
稲
村
ヶ
岳
登
頂

に
支
障

が
な

さ
そ

う
だ

と
の
こ

と
。
 

１
２

時
半

頃
に

山
上

夫
妻

・
根

木
・

中
前

氏
が

行
仙

宿
に

着
き

昼
食

。
 

沖
崎

氏
の
メ

ー
ル

着
信

に
気
付

き
１

３
時

過
ぎ

に
電
話

す
る

と
、

青
木

氏

が
救
急
車

で
紀
南
病
院

に
今
搬
送

さ
れ

、
切
創
箇
所

を
縫

う
と

の
連

絡
で

び

っ
く

り
！

。
詳
細

は
１

時
間

後
に

行
仙

宿
の
通
信
可
能

な
場
所

か
ら

電
話

す

る
事

に
。

電
話

す
る

と
未

だ
処
置

中
だ

が
尻
辺

り
が
痛

い
と

の
事

で
骨
折

し

て
い

る
様

だ
と
聞
こ

え
る

と
の
こ

と
。

早
速

、
行

仙
宿

の
皆

に
知

ら
せ

る
。
 

そ
の

後
、
恥
骨
骨
等

の
骨
折
箇
所

は
、
固
定
処
置

が
出

来
ず
自
然
治
癒

を
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待
つ
こ

と
に

な
り

、
即
入
院

と
告
げ

ら
れ

ず
青

木
氏

は
帰
宅

す
る

と
言

い
張

り
、
沖

崎
氏

が
新

宮
で

１
～

２
泊

も
し

く
は
大
阪
ま

で
送

る
と
説
得

し
た

が
、

結
局

、
池

原
の
コ

ン
ビ
ニ
店

に
停

め
た

青
木
車

迄
沖

崎
が
送

り
、

青
木

氏
が

運
転

し
帰
宅

さ
れ

た
。
 

１
７

時
頃

、
川

島
に
和

佐
又
付
近

か
ら
帰
宅

中
の

電
話

連
絡

が
あ

る
。

十

分
気

を
付

け
て
帰
宅

す
る

様
に
！

と
伝

え
た

。
 

 
 

 

持
経

宿
・

八
重

桜
下

で
 

 
 

 
 

 
昼

食
懇

談
中
 

転
落
時

転
落
時

転
落
時

転
落
時
とと とと
怪
我

怪
我

怪
我

怪
我
のの のの
状
況

状
況

状
況

状
況
はは はは
、、 、、
青
木
氏

青
木
氏

青
木
氏

青
木
氏
がが がが
掲
示

掲
示

掲
示

掲
示
板板 板板
寄
稿

寄
稿

寄
稿

寄
稿
文文 文文
よ
り

よ
り

よ
り

よ
り
抜
粋

抜
粋

抜
粋

抜
粋

。
 

「「 「「
今

回
私

の
不
注
意

で
皆

様
に
大
変

ご
迷
惑

を
か

け
誠

に
申

し
訳

ご
ざ

い

ま
せ

ん
で

し
た

。
無

事
大
阪

に
２

０
前

に
到

着
。
息

子
を
呼

び
、
や

っ
と
こ

さ
、
４
階

の
部

屋
ま

で
た

ど
り

着
き
ま

し
た

。
 

検
証

検
証

検
証

検
証
；； ；；
 
行

仙
宿

を
出

て
ダ

ブ
ル
ス

ト
ッ
ク

で
階
段

手
前
ま

で
下

り
、
急
階

段
の

手
前

で
ス

ト
ッ
ク

を
握

っ
て

い
た

手
を
離

し
手
摺

を
掴

も
う

と
し

た
瞬

間
に

足
が
滑

る
。
足

か
ら
滑

り
落
ち
( 途

中
か

ら
も

の
す

ご
く
ス
ピ

ー
ド

が
上

が
る
記
憶

あ
り
) 手
摺
最
終

の
左

側
の

支
柱

の
外

に
左

足
が
入

り
、
太
腿

内
側

を
強
打

。
過
去
最
高

の
激
痛

。
背
負

子
や

ら
ス

ト
ッ
ク

が
階
段

に
絡

み
つ

き
、

や
っ

と
脱

出
し

た
時

に
川

島
さ

ん
が

到
着

。
 

ズ
ボ

ン
も
裂

け
て

い
な

か
っ

た
の

で
最
悪
骨
折

の
覚
悟

を
し

て
( こ

の
時

は
、
打
身

ぐ
ら

い
で
湿
布

を
す

れ
ば
何

と
か

な
る

だ
る

う
と
・
・
・
) 車

を
運

転
。
池

原
の
コ

ン
ビ
ニ
店

に
到

着
後

、
車

を
降

り
た
瞬

間
に
太
腿

に
ニ
ュ

ル

っ
と

し
た

も
の

が
。
お

そ
る
お

そ
る
ズ
ボ

ン
を

下
ろ

し
て
見

る
と

、
バ
ッ
ク

リ
傷

口
が

、
直

ぐ
救
急
車

を
呼

ん
で

も
ら

い
紀
南
病
院
へ

。
 

今
朝

に
な

り
縫
合

部
分

を
見

る
と

、
傷

口
が

約
１

２
㎝

１
４
針

で
し

た
。

太
腿

の
内

側
す
べ

て
え

ぐ
い

赤
紫

の
ア
ザ

。
診
断
書

を
見

た
ら
恥
骨
骨
折

、

大
腿
骨
裏

側
ひ

び
、

切
れ

た
箇
所

は
筋
肉
ま

で
は

到
達
せ

ず
。
 

痛
み

は
座

っ
た

り
横

に
な

っ
た

り
立
つ

時
に

は
あ
ま

り
痛

み
が

無
い

の

で
す

が
、
歩

行
は
略

不
可
能

。
部

屋
の

中
を
四
つ

ん
這

い
で

動
い

て
い
ま

す
。
 

骨
折

は
自
然
治
癒

し
か

な
く

約
１
ヶ

月
、
抜
糸

は
１

０
日
ほ

ど
ら

し
い

。
 

 
普
段

は
帰

り
も

結
構
重

い
ザ
ッ
ク

を
背
負

っ
て

の
階
段

で
、

以
前

か
ら

か

な
り
慎
重

に
下

り
て

い
ま

し
た

が
、

今
回
荷
物

も
無

く
気

が
緩

ん
で

い
た

と

し
か
考

え
ら

れ
ず

・
・

・
。
縦
走

中
の

本
当

の
斜
面

で
無

く
、
こ

の
程

度
の
怪
我

で
済

ん
だ

の
も

不
幸

中
の
幸

い
と

思
っ

て
い
ま

す
。
 

怪
我

が
治

っ
た

ら
、
真

っ
先

に
階
段

の
滑

り
防
止
対
策

を
講

じ
た

い
と

思

い
ま

す
。
 

 
最

後
に

、
み

な
さ

ん
大
変

ご
迷
惑

を
か

け
誠

に
申

し
訳

ご
ざ

い
ま
せ

ん
で

し
た

。
」。」
。
」

。
」
 

 
作

業
前

に
中

前
導
師

で
勤

行
。

行
者

堂
扉

の
鍵

な
く

、
格

子
の
合

間
か

ら

法
螺
貝

を
吹

き
上

手
く
法
螺

の
音

が
響

き
渡

っ
た

、
た

い
し

た
も

の
と
感
心

。
 

 
１
４

時
頃

か
ら

、
今

日
は
「

み
ど

り
の

日
」
、
沖
﨑

氏
手
配

の
２

本
の

内
１

本
を
荷

上
げ

た
「
オ
オ

ヤ
マ
レ

ン
ゲ

」
を

山
上

・
根

木
・

中
前

・
金

光
・

野

原
・
川

島
で
植
樹

す
る

。
小

屋
周
辺

は
岩
盤

と
そ

の
砕
石

で
植
栽

に
適

さ
ず

、

ど
う

に
か
へ

り
荷

上
げ
地
近

く
の
奥
駈
道

よ
り

約
２
ｍ

東
側

の
平
地

に
植

え

る
事

に
決
ま

る
。

土
を
掘

る
と

約
３

０
㎝

で
岩
盤

と
な

り
ツ

ル
ハ

シ
・
バ

ー
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ル
で
割

り
、

も
う

少
し
深

く
し

て
周
辺

１
ｍ

の
穴

を
掘

る
。
 

鹿
沼

土
と
腐
葉

土
を
混
ぜ

た
用

土
に
植

え
、
堀

上
げ

た
土

を
大

き
い
干
物

用
金
網

で
篩

い
、
大

き
な
石
や

根
を

取
り
除

き
周

り
に
入

れ
る

。
土

が
足

り

ず
周
辺

か
ら

持
ち
寄

り
植

え
終

え
た

。
鹿
等

の
食
害

防
止

に
金
網

を
張

る
。
 

    
三

人
寄

れ
ば
文
殊

の
知
恵

だ
が

、
船
頭

が
多

く
て

い
ろ

ん
な
意
見

が
出

て

ワ
イ

ワ
イ
ガ

ヤ
ガ

ヤ
で

、
ど

う
に

か
約

２
時

間
も

か
か

り
作

業
を
終

え
る
こ

と
が

出
来

た
。
こ

の
間

、
順
峯

中
の
塩

川
君

も
到

着
し
植
樹

を
手
伝

う
 

 
 

 

 
 

 
オ

オ
ヤ

マ
レ

ン
ゲ

植
樹

班
 

 
 

 
 

 
 

 
獣

害
防

止
の

金
網

張
り
 

そ
の

間
、
速
渡

・
山

上
さ

ん
の
奥

様
が

調
理

を
し

て
下

さ
る

。
 

夕
食

前
に

来
宿

者
に

、
前

田
勇
一

さ
ん

の
遺
志

を
継

い
で

、
３

年
が

か
り

の
千

日
刈
峰

行
で
南
奥
駈
道

が
復
興

し
た

が
、
歩

い
て
貰

わ
な

け
れ

ば
藪

に

戻
る

事
か

ら
、

行
仙

宿
を
建

て
る
こ

と
に

し
た

が
多

く
の
課
題

が
あ

り
、

そ

の
一
つ

が
「
命

の
水

」
の
水
場

で
、

明
治
４

年
の
修
験
道
廃
止
令

に
そ
む

き

南
奥
駈
道
復
興

の
為

、
怒

田
宿

を
建

て
ら

れ
た

実
利

行
者

に
お
願

い
し

て
見

つ
け

た
経
緯

が
あ

る
、
こ

の
小

屋
建
設

の
苦

労
話

は
是
非

「
新

宮
山

彦
ぐ

る

ー
ぷ
Ｈ
Ｐ

」
を
見

て
欲

し
い

。
宿
泊

者
は

宿
泊

予
約

し
て
欲

し
い

。
笠
捨

山

道
祖
神
修
復

の
速
渡

氏
の
紹
介

、
宿
泊
料
値

上
げ

の
経
緯

、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
灯
点

灯
等

に
つ

い
て

の
話

し
を

す
る

。
 

管
理

棟
で

１
３

名
が
集

い
、

新
し

い
食
材

が
荷

上
げ

さ
れ

、
鮪
刺
身

、
乾

氏
差

し
入

れ
の

山
菜

に
イ
カ
等

の
具
材

も
増

え
た

天
麩
羅

、
信
州

の
料

理
も

あ
い
ま

っ
て
豪
勢

な
料

理
に

、
持
経

宿
か

ら
持

上
げ

た
「
八
海

山
」
、
防

府
市

の
地
酒
「
錦
世
界

」
( 酒
瓶

の
ラ

ベ
ル

に
野

原
さ

ん
の
ス
ケ
ッ
チ
画

が
採
用

さ

れ
て

い
る
限
定
販
売
品
) 等

で
大

い
に
盛

り
上

が
り
懇
親

を
深

め
た

。
宿
泊

者

も
多

く
管

理
棟

で
７

名
が
寝

る
。
 

５５ ５５
月月 月月
００ ００
５５ ５５
日日 日日
( 水水 水水

)     
天

候
；

晴
 
( 来

宿
者

６
名
) 

夜
半

の
強
風

も
朝
方

に
は
お

さ
ま

り
絶
好

の
天

候
だ

。
４

時
過

ぎ
に
塩

川

君
が
元
気

に
吉

野
へ

と
出

立
し

て
行

く
。
 

速
渡

さ
ん

達
は

、
笠
捨

山
の
道
祖
神
修
復

に
登

ら
れ

る
為

、
我
々

よ
り

早

く
朝

食
。

今
晩

も
宿
泊

さ
れ

る
が

、
山

上
・

中
前

・
川

島
は

、
昼

食
後

下
山

す
る

の
で

、
お

別
れ

と
再

会
の
言
葉

を
交

わ
す

。
 

交
代

で
沖

崎
・
畑
林
秀

・
濱

野
・
大
江

加
、

田
中

氏
が

上
っ

て
来

る

予
定

で
あ

っ
た

が
、

沖
崎

氏
が

青
木

氏
の
対

応
で
仕

事
が

か
さ

み
、
急
遽

不

参
加

を
決

め
、
同
乗

者
と

田
中

氏
も

不
参

加
に

な
っ

た
。
 

尾
鷲

・
海

山
の
奥
村

・
竹

中
氏

は
、

予
定
通

り
小

屋
番

の
仕

事
全

う
に

９

時
頃

に
上

っ
て

来
て

く
れ

た
の

で
本
当

に
助

か
っ

た
。
 

 
 

 

野
原

・
金

光
さ

ん
下

山
前

に
記

念
撮

影
 

 
 

 
管

理
棟

北
側

で
薪

作
り
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金
光

・
野

原
さ

ん
は

、
明

日
稲
村
ヶ
岳

に
登

る
為

、
水
汲

み
後

１
０

時
前

に
下

山
さ

れ
た

。
 

根
木

さ
ん

は
、

佐
田

の
ノ

辻
で
チ
ェ

ー
ソ

ー
を
用

い
て
曲

が
っ

た
丸
太

を

小
切

り
、
鉄
楔

と
小

ハ
ン
マ

ー
で
薪
割

り
、
竹

中
・
奥
村

氏
が
薪
運

び
。
 

川
島

は
管

理
棟

ハ
フ

板
の

ペ
ン

キ
塗

り
。
 

山
上

・
中

前
氏

は
便
所

の
汲

み
出

し
掃
除

、
長

年
携

わ
っ

て
き

た
山

上
さ

ん
で

あ
る

が
、
未

だ
無

か
っ

た
詰

り
で
長

い
棒

で
突

く
等
難
儀

さ
れ

て
い

る
。

市
役
所

の
エ

ラ
イ

さ
ん

中
前

氏
も

、
悪
臭

に
馴

れ
麻
痺

し
た

と
頑
張

っ
て

く

れ
る

。
こ

の
作

業
が

小
屋
維

持
活

動
で
一
番
つ

ら
い

だ
ろ

う
。
現
在

の
宿
泊

者
数

で
は

、
自
然
浄
化
能

力
範
囲

内
だ

と
思

う
が

、
今

後
バ

イ
オ

ト
イ
レ
等

の
調
査
設
置

が
検
討
題

で
あ

る
。
 

管
理

棟
の
北

側
斜
面

に
積

み
置

き
さ

れ
た

、
長

さ
２
ｍ

以
内

の
間
伐
桧

・

雑
木
丸
太

が
あ

り
、

川
島

が
ペ

ン
キ

塗
り

を
終

え
竹

中
・
奥
村

氏
の

３
人

で

斜
面

を
転

が
し

落
し
鞍

部
へ

、
根

木
さ

ん
も

加
わ

り
小

切
り

と
薪
割

り
。
雑

木
丸
太

に
鉄
楔

を
打
ち
込
む

が
、
ね

じ
れ

で
割

る
の

に
難
儀

す
る

。
 

作
業

は
、

１
１

時
過

ぎ
に
終

了
し

、
山

上
・
速
渡

さ
ん

の
奥

様
が

調
理

し

て
下

さ
っ

た
昼

食
。
 

最
後

の
小

屋
番

に
な

る
奥
村

・
竹

中
氏

に
は

、
作

業
と

要
領

を
教

え
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

奥
村

・
竹

中
氏

は
、

１
２

時
過

ぎ
に

、
羊
蹄

山
登
頂

の
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を

兼
ね
笠
捨

山
へ

。
中

前
・

川
島

は
下

山
前

に
水
汲

み
後

、
根

木
・

山
上

夫
妻

と
１

３
時

過
ぎ

に
、
速
渡

さ
ん

の
奥

様
に
見
送

ら
れ

下
山

。
 

登
山

口
の
階
段

は
、

事
故

後
だ

け
に
慎
重

に
下

る
。
 

 以
後

、
下

山
後

に
奥
村

氏
か

ら
電
話

報
告

を
受

け
記
載

。
 

昼
食

後
、
速
渡

氏
奥

さ
ん

に
頼
ま

れ
た
帽

子
等

持
ち
笠
捨

山
へ

。
旧
逓
信

道
分
岐

で
奥
村

氏
は
旧
逓
信
道

、
竹

中
氏

は
奥
駈
道
へ

と
別

行
動

。
 

１
５

時
過

ぎ
に
笠
捨

山
に

着
き

、
少

し
速
渡

さ
ん

達
の
仕

事
を

手
伝

う
。
 

１
５

時
半

頃
道
祖
神
修
復

が
略
終

わ
り
奥
村

氏
は

、
１

人
旧
逓
信
道
経
由

で
行

仙
宿
へ
戻

る
。
竹

中
氏

は
１

６
時

前
に

作
業
用

具
の
荷

を
少

し
持
ち

下

山
し

１
８

時
頃

に
戻

る
。
最

後
の

後
片
付

け
を
終

え
て

、
速
渡

さ
ん

達
は

１

８
時

２
０

分
頃

到
着

。
 

奥
村

氏
は

、
葛

川
辻
ま

で
行

き
鉄
塔
巡
視
路

を
辿

り
、

間
違

い
に
気
付

き

戻
っ

た
が
迷

っ
た

よ
う

で
、
竹

中
氏

が
時
折
携
帯

電
話

で
連

絡
し

て
い

た
が

、
余

り
遅

い
の

で
１

８
時

半
頃
速
渡

さ
ん

が
迎

え
に

行
か

れ
、
逓
信
道

分
岐
辺

り
で
合
流

し
て

行
仙

宿
に
戻

れ
た

と
の
こ

と
。
 

電
池

も
無

く
陽

が
く

れ
遭
難
一
歩

手
前

の
様

だ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
 

不
慣

れ
な
彼

ら
に

は
同
一

行
動

す
る
指
示

不
足

を
痛
感

し
た

。
 

自
分

達
で

調
理
せ

ず
、
速
渡

さ
ん

の
奥

様
が

、
調

理
し

た
食

事
を
頂
戴

し

た
と

の
こ

と
。

連
休

中
同

宿
し

た
速
渡

ご
夫
妻

に
手
助

け
し

て
頂

き
、

本
当

に
有
難

く
感
謝
申

し
上
げ
ま

す
。
 

５５ ５５
月月 月月
０
６

０
６

０
６

０
６
日日 日日
( 木木 木木

)  
天

候
；

晴
。
 

速
渡

さ
ん

達
は

、
８

時
頃

に
下

山
。
奥
村

・
竹

中
氏

は
、
水
汲

み
後

、
行

者
堂

前
の

幟
旗
撤
収

、
管

理
棟

・
行

仙
宿

の
清

掃
と
戸
締

り
を

し
て

、
１

２

時
頃

に
下

山
し

た
と

の
こ

と
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
( 記

 
川

島
) 


